
はじめに

この報告集は, 2018年 8月 28日, 29日の 2日間, 立命館アジア太平洋

大学において行なわれた研究集会「第 12回福岡数論研究集会」の報告

集です. この研究集会は, 一部日本学術振興会科学研究費基盤研究 (S)

16H06336, 挑戦的萌芽研究 18K18712（研究代表者：金子昌信）の補助

により開催されました.

12回目を迎えた本研究集会は, 4年ぶりに大分県別府市での開催とな

りました. 記録的な猛暑にもかかわらず, 多くの参加者に恵まれ盛会の

うちに幕を閉じました. 会を盛り上げていただきました参加者の皆様な

らびに興味深い講演をしていただいた講演者の皆様に, 心よりお礼申し

上げます.
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